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親睦蛸栗さる

篇君国

近いのはこっちでしょう．／／

宍滞会
6月4日、実践部委員会の6部会及び広報委員会の

「交流会」が開かれました。親睦を図る目的で始めたこ
の交流会は、今年で2回目。約50人が参加して輪投げ・
お手玉カーリングを行い、個人戦・団体戦で得点を競
いました。ゲーム終了後は、カレーを食べながらの表
彰式と懇親会で、お互いの交流を深めました。

このカレーおいしいね（＜＿＜） 決めてやる．／　注目の1投／．／
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れ
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付
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私
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携
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し
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司
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落
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。
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l勇　閣　下夕村　修
大和田敬治

会　長　坂井久彦
副会長　原　健三
副会長　盛口祥子
副会長　山田　便

理　事13自治会長・3委員長・6部会長
監　事　大内勝利・小松眉目腋雄
事務局　川島博卜伊藤昭子・菊池喜代子

歳入　￥7，256，414

平成28年度 �一中地区地域のふれあいを広める会 

総 �会　報　告 
4月24日、1中地区コミュニティセンターで、市長はじめ多く

の来賓を迎え、代議員・役員などが出席し、平成28年度一中地区

地域のふれあいを広める会定期総会が開催され、審議したすべての

案件は原案通り可決されました。

また、本会理事を5年努められたJll内勝夫氏（三反田自治会長）、

同じく2年の岡田豊勝氏（福祉部会長）が平成27年度限りで退任さ
れ、感謝状が贈呈されました。

■　♯
4／24　　　　総　会　　　　　　　　12月　ひたちなか市コミュニティ組織連絡協譲会
10／9　　　　第22回秋季大運動会　　2／18　芸能音楽票
10／24・25　理事視察研修　　　　　随時　那珂川グランド運営管理
11／12・13　コミュニティまつり　　　随時　各種会議・ホームページ運営など

平成28年度歳入・歳出予算 歳出　￥7，256，414

地域部委員会　　　　事業1￥40，000 �実践部委員会　　　　事業暮　￥50．000 �」旦撃堅一一　　芸……諾晋 

事業　　　　軸長原健三 �委員長　盛0祥子 事　業 �事　業 

10／24・25　　理事視察研修会 �6／4　　　　　交流会 �広報紙rふれあい」年3回発行　随時取材・編集 
11／12・13　　コミュニティまつり �10／9　　　　　第22回一中地区秋事大運動会 �5／25　　デジカメ撮影研修会 

随時　　　　　まちつくり市民会議・委員会など �11／12・13　　コミュニティまつり �9月　　　コミュニティまつりチラシ作成 

体育部会　　　　　事業責　￥755．000 �青少年部会　　　　事業責　￥476，000 �福祉部会　　　　　　事業責　￥280，000 
部会長　川又吉次 �部会長　岡田栄子 �部会長　大内由利子 

事　業 �事　業 �事　業 

4／10　　　第40回ソフトボール大会 �7／2　　親子クリーン作戦　r市教育の日」 �6／12　　パパも参加の子育てサロン 

5／15　　　第6回ヘルスバレーボール大会 �7／30　　三世代ふれあいチセレンシー教室 �9／16　　視察研修 
6／12　　　第13回三世代交流レクリエーション大会 �11／13　コミュニティまつり �10月　　はまきくまつり 
7月　　　理事研修会 �1／7　　　まゆ玉つくり �11／13　コミュニティまつり 
10／9　　　第22回一中地区秋季大運動会 �2／4　　親子ふれあいスキー �2月　　地域福祉講習 

11／13　　コミュニティまつり � �月2回　特養老人ホーム「はまきくの里」訪問 
2／12　　　第12回ファミリーバドミントン大会 �；参加事業 �＊子育てサロン 
3月　　　第18匝コルフ大会 �牒蔓≡…喜塁重蓋諾鮨 」＿ �おあしす＠金上第3水曜日 おあしす＠中根第1水曜田 おあしす＠長堀第4火曜日 　　　1 

文化部会　　　　　事業費　￥440，000 �臣　安全防災部会　　職責￥285．000 �環境部会　　　　　事業十￥445．000　■． 
部会最　盛D祥子 �部会長　長岡明美 �部会長　三浦秀夫　と 

事　業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　事　業 ��事　業 

6／3　　　移動研修会 �【　6月　　視察研修 �5・10・2月地区内巡視活動 6／1自照環境に親しむ会（三世代交流） 6・11月地域美化運動 6・12月地区内清掃 7／6　視察研修 11／13コミュニティまつり 
11／12・13　コミュニティまつり　　　　　　　　　　　　7・11月　交通事故防止啓書活動 
12月　　　ミニコンサート　　　　　　　　　　　　　　9・2月　安全教室 

．2／18　芸能音楽祭 l �11／13　コミュニティまつり 

】 � �11／25　　　　行政施投見学会 

※各委員会・部会の事業費は本会からの助成費と、その他の事業費を含めた総事業費を記載しています。
※自治会ごとの事業内容は、各自治会からの案内をご覧ください。なお、各自治会長は以下の通りです。
尾曲六郎（勝田新前南）菊池　均（三反田）坂井久彦（大成呵）重田政之（西中棍）山田　俊（中根）池田　聡（大平）武石利文（勝倉）
伊野　吊（東中根団地）土田良春（富士山）佐藤定男（薬師台）桑原武夫（長　松）大内賢一（金上）原　健三（笹野）

平成28年度1中地区コミュニティセンター予算

歳　入　￥21，190，983

使用料　雑収入　前年度繰越金　　市補助金
2．∝吼00010．000　　　983．983　　　18，197．000

歳　出　￥21，190，983

′鳶、表

343．000　4．340．000　　　　　6，000

※騨しくはホームページで　　検索方法は「一中地区　ふれあいを広める会」です。　（－＿－）日
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●私のたのしみ

愛情を込めて

花を育てる
菊池　喜代さん（89）

勝倉にお住まいの菊池喜代さんは、日本人形作
りや家に伝わる古文書の整理など色々な趣味をお
持ちですが、今回は花つくりについてお話を伺い
ました。
代々続く勝倉の農家に生まれた菊池さんは花が

大好きで、若い頃は生け花の先生をしていました
が、30年ほど前から花つくりに力を入れるよう
になりました。今は自宅の専用ハウスで、胡蝶蘭・
カトレア・熱帯植物など100鉢以上の植物を育て、
中でも洋蘭に力を入れています。花に傾ける情熱
は人一倍で、毎日の水やりは勿論、ハウスにボイ
ラーと換気扇を設置し、室温を一定に保つ等の工

夫や、花つくりの基本と正しい知識を身につける
ため、友人と勉強会も行いました。「愛情を込め、
心を配れば必ず応えてくれる」これが長年の花つ
くりから菊池さんが得た“心－です。

現在、「茨城蘭友会」の仲間と毎月交流し、作
品展示も行っています。以前は世界洋蘭展（東京
ドーム）に、最近は毎年3月の展覧会（内原イオン）
に出品。今年も受賞の栄誉（写真）に輝きました。
菊池さんは45歳から約25年間、保護司を務めら

れました。その間、受け持った人とこのハウスの中

で話す機会も多くありました。目の前のきれいな花
のおかげでお互いの心が和み、相談がうまく進んだ
こともあったそうです。中には、花の鑑賞を楽しみ
に相談に来た人も。今、

立派に更生している姿

を見ると「本当にやっ
ていて良かった」と、
幸せな気持ちになるそ
うです。保護司の仕事
を離れた今も「更生保
護女性会」の一員とし
て活動中です。

愛情を込め立ち直ろ、、＼事、

詰完売宣誓去寺宝！∫
菊池さんの姿に、心が
暖かくなりました。」

戦地融矧醜僻地
長堀・大成地区

中丸川上流域の都市化に伴う雨水の流人によ

り、下流域（中根・三反田地区の水田）に水害が

発生している対策として、茨城県が長堀小学校の

西側にダムを建設する計画があります。これによ

り、大雨が降った時はこのダムから警察署の南側

までの中丸川に泊った低地は、一時的に貯水池と

なります。ひたちなか市は、この領域を普段は親

水性公向として利用する計画を進めています。今

年度から工事の一部が始まり、完成すれば17ヘ

クタールの自然あふれる公闇になる予定です。

完成予定図

「タンススポーツフェスティ川し1∩

ひたちなか」に孫と参加

地域のわだい

脚鋭饉勝劫
体育部会

晴天の4月10日、桜が満開の六ツ野公園グラン

ドで－中地区ソフトボール大会が開かれました。

40回を迎える歴史ある大会で、20代から60代ま

で幅広い世代の選手たちが参加しました。

今年は若い女性の選手がピッチャー・1塁で活

躍していました。出色だったのは、68歳のピッ

チャーがマウンドに上がった場面。打たせて取

るピッチングで、仲間の守備に支えられ、2イニ

ングを無失点で投げ切ったのには驚きました。9

チームによる予選リーグを勝ち抜いた4チームで

決勝トーナメントを行い、決勝戦は中根ダイヤモ

ンドが8対3で三反田を抑えて優勝。決勝戦にふ

さわしい、見こたえのある試合でした。

軸麹購掛軸蜘喝
勝田駅前地区

6月12Ej、「第14回　勝田TA・MA・R卜BA横丁」

が勝田泉呵・勝田中央周辺を会場にして行われまし

た。ひたちなかまちづくり株式会社主催により、地

域の方々が集い、賑わい、愛される「TA・MA・Rl・BA」

を目指して、ひたちなか市をはじめ多くの団体・個

人の応援で運営されています。

当日は快晴のもと、ミニ新幹撥の運行・フリマ

横丁・大道芸横丁・うまいもん横丁・工ンタメ横

丁・とれたて横丁・Cafetamariba・ギャラリー（鉄

道模型ジオラマの展示）・チャレンジ横丁（スト

ライターやジャンボ三輪車体験）など盛りだくさ

ん。多くの家族連れで賑わっていました。（毎月

第2日曜日に開催、8月は20・21日に「表呵パー

キングTA・MA・R卜BA」で行います）
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に
と
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ボ
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テ
ィ

ア
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3
0
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月
日
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過
ぎ
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れ
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す
。
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。
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。

ま
た
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地
域
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ど
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た
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に
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極
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関
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う
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を
モ
ッ
ト
ー
に
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青
少
年
都

会
の
三
世
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ふ
れ
あ
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チ
ヤ

レ
ン
ジ
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室
・
ま
ゆ
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作
り
・

親
子
ふ
れ
あ
い
ス
キ
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等
で

活
動
し
て
き
ま
し
た
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親
子
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キ
ー
に
初
め
て
参
加
し
て

雪
遊
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を
し
た
り
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れ
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よ
う
に
な
っ
て
喜
ん
だ
り
す

る
子
ど
も
た
ち
の
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を
見
る

の
は
、
嬉
し
い
ひ
と
時
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
で
子
ど
も

た
ち
に
教
え
ら
れ
る
事
も
あ

り
、
自
分
が
成
長
出
来
る
事

も
喜
び
の
一
つ
で
す
。

年
々
参
加
す
る
子
ど
も
た

ち
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
モ
ッ
ト
ー
を
「
笑

顔
を
い
っ
ぱ
い
、
皆
で
育
て

る
地
域
の
宝
」
　
に
変
え
、
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
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直
に
伸
び
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と
活
動
出

来
る
よ
う
．
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れ
か
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努
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し
た
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。

琶
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た
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友
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健
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介
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介
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友
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．
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で
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よ
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。

そ
れ
は
、
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社
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ク
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導
や
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孫
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と

毎
日
の
よ
う
に
踊
っ
て
い
る
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ら
か
と
思
う
。
現
役
時
代

は
腰
痛
に
悩
ま
さ
れ
、
椎
間

板
ヘ
ル
ニ
ア
で
入
院
。
医
師

に
は
手
術
を
勧
め
ら
れ
た
が
、

今
で
は
嘘
の
よ
う
だ
。

私
た
ち
夫
婦
の
も
う
一
つ

の
趣
味
は
滝
巡
り
。
ハ
イ
キ

ン
グ
し
、
森
林
浴
で
フ
ィ
ト

ン
チ
ッ
ド
を
十
分
に
吸
い
込

み
、
そ
し
て
滝
壷
で
マ
イ
ナ

ス
イ
オ
ン
を
浴
び
る
。
し
か

し
毎
日
は
無
理
な
の
で
、
月

1
回
を
目
標
に
し
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
は
、
「
ピ
ン

ピ
ン
コ
ロ
リ
」
と
天
国
に
行

け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

あ
れ
や
・
こ
れ
や
・
‥

っ
て
初
の
快

挙
で
、
関
係

者
一
同
喜
ん

で
い
ま
す
。

「
キ
ッ
ズ
囲
碁

囲
碁
大
会
で
優
勝
！

6
月
1
2
日
、
水
戸
市
で
行
わ

れ
た
全
国
少
年
少
女
薗
碁
大
会

茨
城
県
大
会
の
小
学
生
県
代
表

戦
で
、
谷
本
悠
樹
君
（
長
堀
小

5
年
）
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
と
職
員

手
作
り
の
短
冊

に
、
願
い
事
を

書
い
て
み
ま
せ

ん
か
？

夏
に
な
り
ま
し
た

今
年
も
七
夕
飾
り
・
風
鈴
コ

ー
ナ
ー
を
コ
ミ
セ
ン
の
ロ
ビ
ー

と
玄
関
に
設
け
ま
し
た
。
涼
し

げ
な
鈴
の
書
を
聞
き
な
が
ら
、
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い
つ
も
心
惇
少
女
の
手
書
で

ひ
ば
り
コ
ー
ラ
ス
　
　
盛
口
　
祥
子

1
9
7
0
年
に
産
声
を
上
げ
た
私
た
ち
。
今

年
で
4
5
歳
に
な
り
ま
す
。
社
宅
の
歌
好
き
の
仲

間
が
集
ま
り
「
ひ
ば
リ
コ
ー
ラ
ス
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。
練
習
会
場
は
当
初
「
健
保
ハ
ウ
ス
」

で
し
た
が
、
1
中
コ
ミ
セ
ン
設
立
と
同
時
に
コ

ミ
セ
ン
に
移
し
ま
し
た
。

結
成
3
0
年
目
（
1
9
9
9
年
）
に
、
那
珂
市

の
「
コ
ー
ル
道
」
さ
ん
と
の
初
め
て
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
か
ら
、
昨
年
で

り
回
目
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
二
つ
が
集
ま
れ
ば
プ
ラ
ス
α
で
、
可

能
性
が
広
が
り
ま
す
。
「
全
日
本
お
か
あ
さ
ん

コ
ー
ラ
ス
関
東
支
部
大
会
」
　
に
も
出
演
で
き
ま

し
た
。
今
年
は
「
国
際
シ
ニ
ア
合
唱
祭
コ
ー
ル

デ
ン
ウ
エ
ー
フ
．
m
横
浜
」
で
、
思
い
が
け
ず
に

「
横
浜
市
長
賞
」
を
い
た
だ
い
て
参
り
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
エ
ー
フ
は
シ
ニ
ア
合
唱
団
の
集

い
で
、
理
事
長
は
な
ん
と
9
2
競
。
元
気
を
い
た

だ
い
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
何
事
に
も
前

向
き
に
、
生
涯
現
役
で
活
動
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
合
唱
と
は
、
相
手
を
思
い
や
り
周
り
の
声

に
合
わ
せ
て
歌
う
か
ら
楽
し
い
」
と
、
か
の
9
2

蔵
の
理
事
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

楽
し
い
合
唱
を
あ
な
た
も
ご
一
緒
に
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
毎
週
水
曜
日
の
午
前
中
に
練
習
し

て
い
ま
す
。
い
つ
も
優
し
く
時
に
は
厳
し
い
指

揮
の
安
は
る
み
先
生
、
ピ
ア
ノ
の
山
田
陽
子
先

生
共
々
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
而
・
県
の
合
唱
票
、
芸
能
音
楽
祭

等
に
参
加
し
て
奉
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

環
境
部
会

毎
年
、
市
内
の
小
学
校
へ

の
花
苗
寄
付
と
植
え
付
け
を

行
っ
て
い
る
。
今
年
は
6
月

1
日
、
乗
石
川
小
学
校
で
実

施
。
5
年
生
・
先
生
・
父
母
・

勝
田
泉
呵
友
愛
ク
ラ
ブ
会
員
・

環
境
部
会
員
の
約
9
0
人
が
参

加
し
、
校
庭
や
玄
関
前
の
花

壇
に
サ
ル
ビ
ア
と
マ
リ
ー
コ

ー
ル
ド
8
0
0
本
を
、
ま
っ

す
ぐ
き
れ
い
に
植
え
る
こ
と

が
で
き
た
。福

祉
部
会

6
月
1
2
日
、
6
回
目
と
な

る
「
パ
パ
も
参
加
の
子
育
て

サ
ロ
ン
」
　
を
行
い
、
今
回
も

好
評
で
1
9
組
5
8
人
の
参
加
と

な
っ
た
。

お
馴
染
み
の
ア
ン
パ
ン
マ

ン
体
操
や
絵
本
を
使
っ
た

「
高
い
高
い
」
等
に
、
最
初
は

緊
張
の
パ
パ
も
大
張
り
き
U

で
、
親
子
で
一
緒
に
楽
し
ん

だ
。
子
育
て
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

々
T
－
の
リ
マ
マ
か
ら
二
人

で
頑
張
り
過
ぎ
ず
に
パ
パ

マ
マ
二
人
で
協
力
し
て
ね
－
」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。

安
全
防
災
部
会

3
月
1
4
日
、
1
中
コ
ミ
セ

ン
で
4
8
人
が
奉
加
し
て
安
全

防
災
教
室
が
行
わ
れ
た
。
警

察
署
生
活
安
全
課
の
閣
さ
ん

に
よ
る
「
二
七
電
話
詐
欺
」

に
合
わ
な
い
た
め
の
講
話

（
留
守
番
電
話
の
活
用
、
家

族
間
の
合
言
葉
を
決
め
る
等

の
対
策
）
を
聴
い
た
。
次
に
、

而
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
職
員

に
よ
る
「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
」

の
寸
劇
が
行
わ
れ
た
。

（
ウ
う
の
み
に

し
な
い

せ
相
談
す
る

【コ〕断る

タ
一
契
約
し
な

で
、
ト
ラ
ブ

ル
を
回
避
し

たい。

体
育
部
会

第
6
回
一
中
地
区
ヘ
ル
ス

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
5
月

1
5
日
、
松
戸
体
育
館
を
会
場

に
1
9
チ
ー
ム
、
1
3
2
人
の

参
加
で
開
か
れ
た
。

優
　
勝
　
西
中
棍
G
O
L
D

R
U
S
H
Ⅱ

準
優
勝
　
金
上
二
号

三
　
位
　
新
前
B

フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部
優
勝

中
根
A
R
A
Y
A

呼
　
　
ノ
戦
、

文
化
部
会

6
月
3
日
、
3
0
人
が
参
加

し
て
移
動
研
修
会
を
実
施
し

た
。
い
わ
き
市
に
あ
る
願
成

寺
の
国
宝
「
白
水
阿
弥
陀
堂
」

を
見
学
し
た
。
午
後
は
、
茨

城
県
天
心
記
念
五
滴
美
術
館

で
開
催
中
の
「
平
松
礼
二
屈
」

を
鑑
賞
。
日
本
画
の
、
そ
の

鮮
や
か
な
色
彩
に
引
き
込
ま

れた。車
中
で
は
、
ギ
タ
ー
の
伴

奏
で
懐
か
し
い
童
謡
・
唱
歌

を
合
唱
し
て
交
流
を
深
め
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★

5
月
2
5
日
、
日
光
方
面
へ
ヰ

出
か
け
デ
ジ
カ
メ
研
修
を
実

施
。
金
谷
ホ
テ
ル
歴
史
館
・

日
光
植
物
園
・
大
谷
資
料
館

を
見
学
し
、
写
真
横
影
の
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
新
人
が
3
人
。

今
後
も
「
読
ん
で
も
ら
え
る

広
報
紙
」
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員

◎
伊
藤
　
昇

○
横
山
恵
美
子

○
蔀
　
恒
朗

菊
地
恵
子

荒
木
と
も
子

吉
木
一
美

磯
　
春
雄

有
賀
正
記

菊
池
道
子

大
脇
隆
志

中
平
智
子

倉
田
正
代

忘
委
員
長
　
〔
〕
副
委
員
長

モ
ニ
タ
ー

大
開
清
見
　
　
橋
本
貰
三

十
・
十
・
十
・
十
・
十
・
七
・
十
・
十
・
十
・
十
・
十
・
す


